いのちの教育 by 村井 淳志
金沢大学サテライト・プラザ ミニ講演 
日時 平成１５年１１月１５日（土） 午後２時～３時３０分 
会場 金沢大学サテライト・プラザ 講義室 （金沢市西町教育研修館内） 
 
演題 「いのちの教育」 

















































































































が，そんなのはつい最近，本当にここ 20 年か 30 年のことです。江戸時代の平均はたしか
13 年ぐらいです。もちろん離縁もありますし，死別もありますし，結婚してもせいぜい 10






































































































































































































































































































































































































 今，流していたニュース番組が 91 年ですから，今から 12 年も前です。そのとき 51 歳で





































（久米宏） 去年の３月 31 日，滋賀県大津市で，体に障害を持つ 16 歳の少年がリンチを








 （青木） 死に物狂いで勉強するからって，私に話しかけたのが最期になりました。 
 











































（  ） ＊＊＊なんですけど，心を動かされるというか・・・。 
 







































































































 実はおととしの 11 月に，秋田県の雄物川町で，小学校５年生に「ニワトリを殺して食べ
る授業」が計画されたのですが，心ない保護者の「残酷じゃないか」という投書で中止に
なってしまいました。私はその件が非常に気になったので，秋田に行って，実際にいろい
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ろなマスコミの関係者のかたや，協力された農業高校の先生に取材をしました。岩波書店
から出ている『世界』という雑誌に 2002 年６月号にそのルポを書いておきましたので，興
味のあるかたはぜひ読んでください。秋田の細かい事実を全部調べて書きました。 
 本当にすごい先生でした。とにかく子供に一切強制しません。どうしても嫌だという子
は，その場面を見ないで，農業高校で豚や牛を見学して，命を考えさせるということをや
らせて，なぜそういうことをやるのかということを何回も話していましたし，保護者にも
何回もそれを伝えていました。しかし一人だけ残念な保護者がいたのです。県の教育事務
所に投書したのです。僕が大学でこれをやっているということは新聞で何回か報道された
のですが，その度に大学に「おまえなんて教育者の資格はない。おまえもニワトリと一緒
に死んでしまえ」というようなすごい投書がたくさん来ます。なかなか分かっていただけ
なくて残念です。そのようなことを大学でやっています。 
 大体，時間になりました。どうもありがとうございました。 
 
質疑応答 
 
（質問者１） 結局人殺しなどで加害者になってしまう少年たちがいるわけですけれども，
こういう人たちは命についてあまり考えていません。大阪で事件が起きましたが，あの人
たちなども，結局は，刺したら死ぬのか実験をしてみたいとか，そんな動機です。そうい
うのを聞くと，小学校あるいは幼児，中学校の早い段階で，先生のおっしゃる命の教育を
やるべきで，大学でやったのではもう遅いのではないかと思うのですが，その辺をどうお
考えでしょうか。 
 
（村井） 本当におっしゃるとおりだと思います。小学校３年生ぐらいから，子供たちの
側からそういうことを知りたいという関心を少しずつ持ちだすのです。やはりそういうと
きのタイミングを逃さずに，その興味関心にこたえるということはすごく大事ではないか
と思います。むしろ，中学校のときの命の問題は，性の問題がもっとメインになってくる
と思いますので，小学校の段階では，本当はこういう死の問題をむしろ素直に取り上げら
れると思います。やはり高校生，大学生ぐらいになると，かえって堅くなってしまうとい
うか，そんなことを考えてもしかたがないという悪擦れというようなものが出てくるので，
小学校の感性の柔軟なうちに，こういう授業に取り組むことが大事ではないかと思うので
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すけれども，やはり今はなかなか難しい現実がありますね。 
 
（質問者２） 最近，若い人たちが犯罪を起こすのですが，小動物を先に殺したことが殺
人にまで至ったということを何回か聞きます。そういうことにつながらないようにするに
は，どのようにしたらいいですか。 
 
（村井） これも鳥山先生の教え子のかたがおっしゃっていたのですが，ニワトリを殺し
て食べる授業の場合は，食べるために殺すわけです。遊びで殺すことと食べるために殺す
ことの違いが分かるという意味でも，食べるために殺してみることが大事だとおっしゃっ
ていました。酒鬼薔薇少年や何かが，猫を殺したとか，いろいろなことを聞きますけれど
も，それは全部遊びですよね。金森さんなんかに聞くと，子供のころいっぱい遊びでカエ
ルを殺した，蛇を殺したと言っています。我々の世代は，そういうことが人を殺すことに
結びつかないことをむしろ知っているとおっしゃっていました。現在の動物いじめはすご
く都市的な文脈というか，自分が友人関係の中で孤立していることが動物虐待に向かうわ
けですね。だから動物にかかわった場面だけを取り上げるんじゃなくて，どういう動機で，
どういう文脈でそういうことをするのか，その点を考えることが大事だと思います。 
（質問者３） 私は子供たちの健全育成ということをやってきた一人です。ニワトリを殺
して食べる，食べるために殺すということですが，先ほども小動物の話が出ましたが，例
えばチューリップの球根をもらってきて植えさせる。ところがそういう生き物は必ず枯れ
て死んでいくわけです。私の家にも小さい犬がおりましたけれども，それは子供も大人も
やはり悲しいものです。そういう体験というものを，小さいときから体験しようと思えば
できるのではないかと思います。 
 アメリカでホームステイして感心したのは，子供たちに伝書バトを飼育させておりまし
た。その家だけではなくて，かなりの家庭で生き物を飼育させる体験を非常に大事にして
いることを見てきたわけです。それが今の日本の場合にはあまりにも少ないのではないか
と思います。もちろん兄弟が少ないですから，上の者が下の者を慈しんで育てていく，親
に協力をするということの体験も少ないわけですが，幼いときから，そういう体験を植物
や動物の飼育を通してするのはいい機会ではないかと思っておりますが，いかがでしょう
か。 
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（村井） おっしゃることに全く異論はありません。ただ，飼育も不足しているから飼育
体験も増やさなければいけない。しかし，飼育だけではもう一歩，まだ子供たちのいちば
ん肝心な命の感覚の歪みや揺れに届ききれていないのではないかという直感があって，鳥
山先生などが一歩踏み込まれたのだと思うのです。 
 その意味では飼育という体験が不足しているということ自体も，もちろん非常に問題で
すし，実際に自分たちが食べるものを殺すという，食べるために動物が命を投げ出すとい
う場面に出会っていないということの意味が，飼育一般で解消されるのか，それとも鳥山
先生がおっしゃっているように，それには解消されない独自の意味として，やはりやらな
ければいけないのか，その辺はご意見が分かれる微妙なところではないかと思います。 
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